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超低侵襲スマートインジェクター

各 社 の倒 立 顕 微 鏡と組 み 合 わ せて
１細胞を対象にナノピペットを使った
細 胞 穿 刺とインジェクションなどを
自動化するコンポーネントシステム
低侵襲のためライブセルを対象とした
１細胞の操作と解析が可能

低 侵 襲 ・・・ 先端径が最小数十ナノメートルのガラスピペット（ナノピペット）を採用
自 動 穿 刺 ・・・ 細胞表面検知・穿刺（Z方向動作）を自動化（裏面参照）
自 動 注 入 ・・・ 電気浸透現象により注入操作を自動化、注入量は可変
高 い 成 功 率 ・・・ 約95%のインジェクション成功率＊

選 択 的 注 入 ・・・ 顕微鏡観察下で特定の細胞へのインジェクションが可能
高 速 注 入 ・・・ 1細胞あたり10秒程度でインジェクション可能＊

	 概　要
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１細胞解析ソリューション
Single Cellome™ Unit
SU10

インジェクションのプロセス

アプローチ

細胞内

細胞外
イオン電流

測定

ナノピペット

・顕微鏡観察下の細胞選択
・初期位置設定

表面検知 細胞穿刺 注入 抜去

※倒立顕微鏡は本製品に含まれません

＊当社調べ

オート操作　1細胞あたり約10秒間マニュアル操作
ジョイスティック ソフトウェア
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細胞核と細胞質へのインジェクション 想定されるアプリケーション例

細胞検知・穿刺の自動化 高速かつ成功率の高いインジェクション

低侵襲インジェクション

特定の細胞の核と細胞質へのインジェクションが可能 ● ベクター、ゲノム編集ツール（CRISPR/Cas9
など）の核への直接的な導入

● 医薬品候補分子の注入による薬効・毒性
評価

● その他、試薬やタンパク質の物理的な注入

イオン電流計測により
ナノピペット先端が細
胞膜に接近したこと
を自動的に検知

その後、細胞へのダ
メージを最小限に抑
えたスピードコント
ロールで自動穿刺

穿刺の深さはあらか
じめ設定が可能

細胞への穿刺など一連の動作の自動化により1細胞あたり10
秒程度でインジェクションが可能

当社実験例：220個のHeLa細胞に蛍光タンパク質を注入し
94.6%（208個）の細胞で蛍光を確認

左図）  
HeLa細胞にRFP溶液を
注入し蛍光を確認

左図）  
HeLa細胞にFITC標識
デキストラン（分子量
70,000）溶液を注入し
蛍光観察

インジェクション直後

核への注入 細胞質への注入

1時間後 1日後

左図）  
HeLa細胞にRFP溶液を
注入し経時的に蛍光観察

1日後に生存と細胞分裂
を確認

ナノピペットの先端径は超極細であり穿刺によるダメージが少ないため低侵襲インジェクションが可能

１細胞解析ソリューション
Single Cellome™ Unit
SU10

	 コアテクノロジー

※細胞内物質を吸引して取り出すアスピレーション機能を開発中

A 電流計測
電流

電圧発生
0~±10V

培地（電解液）

細胞


